


◎原子力発電所の安全確保のためには、原子炉や使用済み燃料プールの冷却が重要。

◎冷却のためには、地震や津波があっても、継続的に、（１）電気などの動力源を確保し、（２）給水・冷却設備を動か
し、（３）水を送り込むことが不可欠。そのための二重・三重の対策を講じる。

◎大飯３／４号機につき、上記の対策が講じられているか確認。

２．原子炉等の冷却対策の確認（電気・冷却機能・水の確保）

通常運転時は、①自ら発電した電気で、②海水ポンプ等を動かし、③海水を取り込んで、機器等を冷却。

通常運転時の冷却
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格納容器

（１）電気の確保

①点検やトラブルにより原子炉が停止した場合 → 外部電源を利用

②大規模な地震などにより外部電源の送電が停止した場合 → 非常用ディーゼル発電機で発電所内に電気を供給

原子炉

タービン建屋

海

中央制御室
（計装、照明、
空調等）

放水経路（海へ熱を逃がす）

海水ポンプ

使用済
燃料ピット

②大規模な地震などにより外部電源の
送電が停止した場合は、非常用ディー
ゼル発電機で、発電所内に電気を供給
（福島第一では、津波により所内電源が喪失し、
全ての交流電源を喪失）

①原子炉停止時には外部からの電気を
利用して必要な機器等を作動
（福島第一では、地震により外部電源が喪失）

電気の流れ
電動弁・
ポンプ

非常用ディーゼル
発電機（所内電源）
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�空冷式非常用発電装置（電源車）を１基あたり1,825kVA※×２台、津波の影響を受けない高台（33.3m）に配備。
※必要となる電源容量は１基あたり316kVA（電動補助給水ポンプ（後述）を使う場合1,046kVA）

�電源車は、基準地震動の1.84倍の地震が起きても転倒しない。設置場所は基準地震動の２倍の地震が起きても崩れない。
�必要なケーブルは予め敷設済み。
�電源車の稼働に必要な重油は、耐震性があり、津波の影響を受けない地下タンクに約59日分備蓄。
�手順等が整備され、訓練も繰り返し実施。震災時にも、蓄電池が枯渇する時間（5時間）内の約1.3時間で給電可能。

（１）電気の確保（大飯発電所３／４号における対策）

③津波により非常用ディーゼル発電機が稼動できず、発電所内の全ての交流電源が失われた場合

→ 海抜33.3mの高台に配備した空冷式非常用発電装置（電源車）で電気を供給

タービン建屋

格納容器

３３ｍ中央制御室など

33.3m

恒設ケーブル ケーブル敷設済み

電源車

放水経路

海水ポンプ

海

非常用ディーゼル
発電機

4


